
18.5 

52.6 

23.4 

5.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自由集会のみの参加者からも、大会参加費（全日参加の

大会参加費）を徴収すべき

自由集会のみの参加者からも、大会参加費（新たに一日

のみの大会参加を可能として，一日参加の大会参加費）

を徴収すべき

自由集会のみの参加者からは、大会参加費は徴収しない

（これまで通り）

その他

Q1.
自由集会のみでの発表や聴講の参加者から大会参加費を徴収することについ
て、どう思われますか？これまで大会参加費を頂いていなかった方から大会参
加費を徴収することが可能となるという、大会運営財政におけるメリットがあ
る一方で、自由集会であれば無料で参加できる、というこれまであったメリッ
トが失われます。

15



Q1 vs Q27（職業別）

16



Q1 vs Q2（ご自身の予定参加スタイルとの関連）

17



Q2.
大会参加費については、現在、参加日数にかかわらず一律の設定となっています。全
日参加の大会参加費に加え、一日参加の設定（たとえば全日参加の2/3の参加費で一
日のみ参加を可能とする、など）を設けた場合、あなたは、どんな大会参加のタイプ
を選びますか？

41.1 

4.3 

53.4 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全日参加を選ぶ（二日以上参加する）

一日参加を選ぶ（一日だけ参加する）

その年の都合によって、全日参加か一日参加かを選
ぶ

その他

18



Q2 vs Q27（職業別）
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Q3.
（新）シンポジウム：時間は2時間に統一。大会企画委員会による企画内容への関与・審査は無
し。締切は一般講演・自由集会と同じ。企画は、会員のみ可（これまで通り）。非会員による講演
を奨励し、初めての講演の場合は大会参加費を免除する。

（新）自由集会：これまでの自由集会の長所を活かした新形式の自由集会。時間は１時間に統一。
大会企画委員会による企画内容への関与・審査は無し。企画は、会員のみ可（これまで通り）。講
演者の会員資格は問わない（非会員でも講演可能。ただし、大会参加費は必要）。

この（新）自由集会という枠組み、そして自由集会そのものについてどのようにお考えでしょう
か？

15.1 

57.1 

16.3 

11.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（新）自由集会も、これまでの自由集会もなくして
も良い

（新）自由集会のように開催時間が短くなっても、
自由集会という枠組みは残したい

現在と同じ形式（大会運営の人的・金銭的コスト
は減らない、または増加する）

その他
20



Q3 vs Q27（職業別）

21



Q7.
Q3にあるような集会の改革がなされた場合、今後の大会でどの集会を企画したい
思いますか？（複数回答可能）

45.6 

43.1 

27.6 

5.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（新）シンポジウム

（新）自由集会

企画したい集会はない

その他

22



Q8.
大会の限られた時間や会場を公平に使うため、現在、一般講演（口頭・ポスター）と
集会での講演に重複制限（条件によって、どちらか一方でしか講演できない）が設け
られています。Q3にあるような集会の改革を行い、（新）シンポジウムと（新）自
由集会の２種類に簡略化された場合、下記のうちどの大会運営方法がより望ましいと
思いますか？

25.2 

18.0 

51.5 

5.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

講演の重複制限は一人２件まで（ただし、一般講演・(新)シンポジウ
ムから１件、(新)自由集会から１件まで）とするが、２件目の発表に
は会場費・プログラム編成費などのコスト（数千円の講演費）を講演

者に課す（発表機会に応じて負担を分配する案です）

講演の重複制限は一人２件まで（ただし、一般講演・(新)シンポジウ
ムから１件、(新)自由集会から１件まで）とするが、スケジュール調整
はせず２件の講演が同じ時間帯に重なることもある（ただし、１のような

講演費は課さない）

そもそも、一人あたりの講演数を全体で１件に制限する（大会運営側
のコストは大幅に下がります）

その他

23



Q8 vs Q27（職業）
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Q8 vs Q17（集会企画を経験した人；集会別）

25



Q8 vs Q29（大会企画委員会または大会実行委員会の経験）

26



Q9.
学会各賞の受賞講演は、現在、プレナリーセッション（同時間帯に他の講演などは無
い形式）として開催しています。しかし、他の講演と同様に、並行の形式（パラレル
セッション）で受賞講演を開催することも一案で、これにより大会のスケジュールに
余裕を持たせる事が可能となり、同時並行の集会や一般講演が少なくなったり、より
多くの集会や一般講演を開催できると思われます。また，受賞講演の講演時間もより
長くすることも可能かもしれません。受賞講演の形式についてどれが良いと思われま
すか？

38.6 

21.2 

36.9 

3.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

プレナリーセッション（これまで通り）

受賞講演だけのパラレルセッション（並行して複数
の受賞講演が行われる）

受賞講演とその他の一般講演などのパラレルセッショ
ン（別の集会・講演などと並行して受賞講演が行

われる）

その他

27



Q9 vs Q27（職業別）
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Q13.
受賞講演をより多くの方に聴いていただくため、また、大会における会場確保などの
観点から、受賞講演を事前にビデオ撮影しweb配信することが、技術的には可能で
このweb配信により、大会に来ることができない会員にも受賞講演を聴くことができ
サービスを提供することが可能となりますが、そのようなサービスは必要と思われま
すか？受賞講演をなさる方には、事前撮影などのお願いをすることとなります。

10.4 

24.0 

25.8 

14.0 

15.3 

10.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

必要

どちらかといえば必要

あってもなくても、どちらでも良い

どちらかといえば不必要

不必要

その他
29



Q13 vs Q27（職業別）
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Q14.
大会では、集会や一般講演の他、一般社団法人日本生態学会の社員総会である代議員
総会（以下、総会）が行われています。総会は会員にも開かれており、学会運営に関
する報告がされるとともに、代議員だけでなく会員からも広く意見を伺って審議する
機会となっています。一方、大会中の時間を確保するために、大会中に総会を開催し
なくても良いという意見もあります。しかし、別途に総会を開催するためには、総会
出席者の旅費や開催費用など、学会全体の経費負担が増加することになります。総会
の大会中開催について、どう思われますか？

88.2 

8.4 

3.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総会を、大会中に開催すべき（これまで通り）

総会を、大会中に開催しなくて良い（大会とは別
日程で総会を開催する）

その他
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Q15.
大会プログラム冊子は、現在、大会の開催前に、すべての国内会員に発送されてい
ますが、郵送料などのコストがかかっています。このコストを削減するために、こ
の事前発送を廃止し、大会会場での当日配布にすることに対して、どう思います
か？なお，PDF版はこれまで通り，事前に公開されます。

63.4 

11.5 

9.1 

7.9 

2.8 

5.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

賛成

どちらかといえば賛成

事前発送でも当日配布でも、どちらでも良い

どちらかといえば反対

反対

その他
32



Q17.
これまで、生態学会大会において、どの集会を企画した経験がありますか？（複数
回答可能）

26.5 

22.3 

12.2 

59.9 

1.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自由集会

企画集会

シンポジウム

経験はない

その他
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Q18.
シンポジウムなどの集会を企画・運営する際に、大会運営関係者によるサポート
（たとえば外国からの招聘・招待に対するサポート，コメンテーターや講演者の選
定といった企画に関するサポート）を必要と感じる（または、感じた）ことはあり
ますか？

17.5 

69.8 

12.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある（あっ
た）

ない（なかっ
た）

その他
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Q19.
シンポジウムなどの集会を企画・運営する際にどのようなサポートがあると良い
（あるいは、あって良かった）と思われますか？
(回答数: 125)

12.8 

7.4 

1.1 

82.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

外国からの招聘・招待に対する
サポート

企画の立案（コメンテーターや
講演者の選定など）

その他

無回答
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Q20.
一般講演（口頭発表・ポスター発表）について、口頭発表とポスター発表のどちら
を、より頻繁に発表の場として選んでいますか？

28.2 

67.7 

4.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

口頭発表

ポスター発表

その他

36



Q20 vs Q27（職業別）

37



Q21.
ポスター発表賞の存在は、一般講演（口頭発表・ポスター発表）のうち、ポス
ター発表を選ぶ理由となっていますか？

18.7 

8.7 

17.0 

53.7 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う

どちらでもない

そう思わない

「ポスター発表賞」の応
募資格者ではない

その他
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Q21 vs Q27（職業別）
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Q22.
現在の大会運営では，口頭発表ファイルを事前登録することになっていますが，こ
のことが一般講演（口頭発表・ポスター発表）のうち、ポスター発表を選ぶ理由と
なっていますか？

23.4 

22.9 

52.7 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う

どちらでもない

そう思わない

その他
40



Q22 vs Q27（職業別）
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Q23.
一般講演（口頭発表）について、口頭発表用ファイルの事前登録を廃止し、発表
者持参のPCを用いて発表を行うことについて、どう思いますか？事前登録が必要
なくなり，容量の大きなファイルでの発表が可能となる一方，PCの持参が必要，
講演進行がPC付け替えにより滞るなどのデメリットもあります。

48.2 

41.5 

10.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

賛成

反対

その他
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Q23 vs Q27（職業別）
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Q23 vs Q20（発表形態）

44



Q23 vs Q22（ファイル事前登録があることがポスターを選ぶ原因？）

45



Q25.
大会は、大会実行委員会と大会企画委員会を中心として、多くの会員のボランティア
によって運営されています。大会の運営にボランティアとして参加しても良いと思い
ますか？

3.1 

72.8 

18.0 

6.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

参加したい

依頼されれば、
参加しても良い

参加したくない

その他

46



Q25 vs Q27（職業別）
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Q26.
ここからは、回答者の基本属性についてお聞きします。年齢について、当てはまる
ものを選択してください

0.0 

17.0 

28.1 

31.4 

15.6 

7.4 

0.1 

0.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳未満

20-29歳

30-39歳

40-49歳

50-59歳

60歳以上

回答しない

無回答
11



Q27.
回答者のご職業について、当てはまるものを選択してください。

66.9 

16.8 

12.3 

2.0 

0.7 

1.1 

0.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

常勤職員

非常勤職員（ポス
ドクを含む）

学生

無職

回答しない

その他

無回答
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Q28.
回答者のご所属について、当てはまるものを選択してください。

62.0 

25.5 

1.8 

5.6 

1.3 

1.3 

2.1 

0.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大学（学生を含
む）

公的な研究機関・博
物館

官公庁（行政機
関）

民間企業

NPO団体・自営業

回答しない

その他

無回答

13



Q29.
大会企画委員会または大会実行委員会の委員のご経験がありますか。

25.0 

70.4 

2.5 

2.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある

なし

回答しない

その他

14
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